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午後１時２４分開会 

○委員長（南口彰夫君） 只今より、産業振興対策特別委員会を開催いたします。ま

ず、ご報告いたします。先の会派代表者会議並びに議会運営委員会で、新しい後期

の体制で残る、２年間で特別委員会の設置が検討され、二つの委員会を設置したら

ということの議論がなされました。大きく聞きまして、この産業振興特別委員会で

は十文字原の団地の開発並びにまちづくりを検討する。更には本来の産業振興条例

についてこれまで取り組んでまいりました。またそうした事業に附帯をいたしまし

て、人材育成事業の取り組みを執行部に要望をし、既に働く人達の教育、それから

労働環境を美祢地域の労働環境などの調査、そうした取り組みが進められて来てい

ます。そうした点で、この産業振興対策特別委員会を今一度見直して、二つの委員

会に発展的に合流をするということが必要なのではないかという経緯がありますの

で、去る３月には一度この委員会は他の二つの委員会と違って、特に産業振興条例

の制定については執行部のほうで審議会を作って予算化をされ取り組みが始まった

と。特に十文字原団地については、山口県との交渉のテーブルも作られていると。

そういう事態を今後見守り協議していくことが必要なのではないかということで、

３月の議会では引き続き継続をしようということでありました。しかし、その後委

員会の構成等で二つの委員会に集約をしては、という案が出ていますので、皆さん

にお諮りしたいのは、一度この産業振興対策特別委員会を解散をして、この委員会

で抱えてきたテーマを次に作られる委員会のほうに継承していただきたいというの

が私のほうからのまずご提案です。それについて、まず最初に各委員の皆さんから

ご意見をお願いをしたいと思いますが如何でしょうか。議長そういう点でよろしい

でしょうか。（発言する者あり）ということです。もう一度確認しますが、次のほ

うの二つの特別委員会の構成が一応、正・副議長除くと１２人、１２人の構成にな

るということで一度はうちの委員会が８名いますのでその４人を補充をするという

案も一旦は出たんです。ただそうすると何となく決まってしまうので、ですから二

つの委員会のうちの一つは先程申した産業振興条例の制定、２番目に十文字原団地

の開発の促進、それから３番目に人材育成の取り組みの継承、それから新たに、き

ょうのまちづくりで今までは旧美東町の庁舎跡地並びに秋芳町の旧庁舎などは、地

域審議会等の意見を持って今後対応していきたいという執行部の答弁でした。しか

し、きょうの本会議場で出された合併の経緯を踏まえた新庁舎の問題も、是非こう

した点でまちづくりの中で議論を進めて行くことも必要だろうと思ってます。です

から、この４点を踏まえてですね、これを新しい委員会のほうに継承をして頂きた
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いということを議長のほうにも要望をし、確認を頂いた上でこの委員会を解散する

ということでよろしいですか。何かご意見があれば。よろしいですか。 

    〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（南口彰夫君） それではきょうは田邉委員さんが欠席をされていますが、

基本的には出席委員の全員の一致を持って、本日をもって産業振興対策特別委員会

のこれまでの歴史的役割は終わって、一旦解散をするということとしたいと思いま

す。きょうは大変ありがとうございました。 

午後１時３０分閉会 
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